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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

久大本線・花月川橋りょうは、橋脚が倒され線路が寸断された

日田彦山線・大行司駅舎は山からの土砂により倒壊した

新メンバーでスタートした第1回安全対策委員会

　

２
０
１
７
年
７
月
５
日
、
福

岡
県
朝
倉
市
・
大
分
県
日
田
市

を
は
じ
め
と
す
る
九
州
北
部
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
九
州
「
久
大
本
線
」
及
び

「
日
田
彦
山
線
」
は
極
め
て
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

「
久
大
本
線
」
は
、
九
州
北

部
を
横
断
し
久
留
米
〜
大
分
間

を
結
ぶ
地
方
交
通
線
で
あ
り
、

博
多
駅
と
九
州
地
方
随
一
の
温

泉
観
光
地
で
あ
る
由
布
院
を
結

ぶ
Ｄ
＆
Ｓ
列
車
・
特
急
「
ゆ
ふ

い
ん
の
森
」
が
運
行
し
て
い
る

区
間
で
あ
る
と
と
も
に
、
２
０

１
６
年
４
月
に
発
生
し
た
「
平

成
28
年
熊
本
地
震
」
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
豊
肥
本
線
に
代

わ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
代
名
詞

と
も
言
え
る
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ

ン
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
の
運

行
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
い
る
重

要
な
路
線
で
あ
る
。
ま
た
、

「
日
田
彦
山
線
」
は
、
城
野
〜

夜
明
間
を
結
ぶ
地
方
交
通
線
で

あ
り
、
通
勤
・
通
学
の
足
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
筑
豊
・
日
田

と
い
っ
た
各
沿
線
都
市
間
を
連

絡
す
る
路
線
と
し
て
も
、
地
域

に
欠
か
せ
な
い
路
線
で
あ
る
。

　

今
回
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、

広
範
囲
に
河
川
の
氾
濫
や
山
林

か
ら
の
大
量
の
土
砂
・
流
木
が

流
入
し
、
こ
れ
ら
の
沿
線
で
は

久
大
本
線
「
光
岡
駅
〜
日
田
駅

間
」
の
花
月
川
橋
り
ょ
う
の
流

失
を
は
じ
め
、
日
田
彦
山
線

「
大
行
司
駅
」
駅
舎
倒
壊
、

「
宝
珠
山
駅
〜
大
鶴
駅
間
」
の

道
床
流
出
・
軌
道
変
状
な
ど
、

多
く
の
被
害
を
受
け
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
両
路
線
と
も
運
転
見

合
わ
せ
と
な
り
、
バ
ス
代
行

（
久
大
本
線
の
み
）
が
実
施
さ

れ
る
な
ど
、
７
月
21
日
現
在
で

も
通
常
運
行
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
急

「
ゆ
ふ
い
ん
の
森
」
は
通
常
ル
ー

ト
で
は
な
く
、
小
倉
・
大
分
経

由
で
運
行
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
７
月
14
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

中
央
本
部
と
と
も
に
現
地
視
察

を
行
っ
た
。
現
地
で
は
行
方
不

明
者
の
捜
索
が
続
け
ら
れ
て
い

る
一
方
、
土
砂
を
除
去
す
る
な

ど
の
復
旧
作
業
も
行
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
道
々
に
災
害
対
応

の
た
め
の
自
衛
隊
車
な
ど
が
連

な
り
、
非
常
に
混
雑
し
て
い
る

上
に
、
一
部
の
道
路
は
通
行
止

め
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
に
現

地
を
視
察
す
る
に
は
困
難
な
状

況
で
あ
っ
た
。

　

久
大
本
線
の
最
も
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
花
月
川
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
河
川
に
４
本
あ

る
橋
脚
が
す
べ
て
倒
さ
れ
て
お

り
、
無
残
に
も
補
強
さ
れ
た
土

台
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　

日
田
彦
山
線
に
つ
い
て
は
、

広
い
範
囲
で
、
道
床
や
踏
切
設

備
が
流
出
し
た
り
、
駅
舎
が
倒

壊
す
る
な
ど
、
濁
流
と
と
も
に

土
砂
・
流
木
に
襲
わ
れ
た
爪
痕

が
い
た
る
と
こ
ろ
に
刻
ま
れ
て

お
り
、
数
年
が
か
り
の
復
旧
工

事
が
予
想
さ
れ
る
ほ
ど
の
甚
大

な
被
害
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　

今
後
、
国
・
地
方
自
治
体
に

よ
る
復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
山
林

上
部
な
ど
も
含
め
た
当
該
地
域

の
全
面
復
旧
の
た
め
に
は
時
間
・

人
・
費
用
を
多
大
に
費
や
す
こ

と
に
な
り
、
早
急
に
進
め
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、

鉄
道
の
早
期
復
旧
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
復
旧
作
業
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
困
難
を
極
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
責
任
産
別

と
し
て
、
「
鉄
道
軌
道
整
備
法
」

に
基
づ
く
鉄
道
施
設
の
災
害
復

旧
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
、

鉄
道
事
業
に
お
け
る
営
業
収
支

が
赤
字
で
あ
る
経
営
基
盤
の
脆

弱
な
企
業
を
主
た
る
対
象
と
し

た
支
援
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
適
用
条
件
緩
和
と
公
的

補
助
の
拡
充
等
、
支
援
の
強
化

を
政
治
・
行
政
等
に
求
め
る
取

り
組
み
を
継
続
的
・
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
。
今
回
の
被
災
路

線
に
鑑
み
て
も
、
こ
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
会
社
は
昨
年
10
月

に
株
式
上
場
・
完
全
民
営
化
を

果
た
し
た
と
は
い
え
、
度
重
な

る
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
毎
年

の
よ
う
に
路
線
を
寸
断
さ
れ
る

中
で
は
、
そ
の
果
た
す
べ
き
使

命
を
全
う
す
る
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
将

来
を
見
据
え
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
や
各
加
盟
単
組
は
も
と
よ
り
、

連
合
や
交
運
労
協
と
も
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
地
域
公
共
交
通

の
在
り
方
や
そ
の
維
持
・
発
展

に
向
け
た
公
的
支
援
ス
キ
ー
ム

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
既

存
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
政

治
・
行
政
や
世
の
中
へ
訴
え
る

活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
北
労
組
第
15
回
定
期
大
会

自
信
と
確
信
を
持
っ
て

            

組
織
拡
大
を
図
る

鉄
道
軌
道
整
備
法
の
適
用
条
件
緩
和
と
公
的
補
助
の
拡
充
を

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
７
月
25
日
、

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会
を
開

催
し
た
。

　

新
た
に
安
全
対
策
委
員
長
と

な
っ
た
中
原
博
徳
副
会
長（
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
中
央
執
行
委
員
長
）　

そ
の
後
、
メ
イ
ン
の
議
題
と

し
て
、
10
回
目
と
な
る
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
今
年
10
月
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」
を
題

材
と
し
て
検
討
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
テ
ー
マ
と
そ
の
狙
い
に

つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
意
見
を

出
し
合
っ
た
。
次
回
、
第
２
回

安
全
対
策
委
員
会
（
９
月
21
日

開
催
）
で
詳
細
を
決
定
し
、
開

催
に
向
け
準
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
上
旬
に
配
布
し

た
「
重
大
労
災
防
止
の
行
動
指

針
（
改
訂
版
）
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
労
組
も
含
め
配
布
を
呼
び
か

け
、
働
く
者
の
全
員
参
加
で
安

全
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
た
。

の
挨
拶
で
始

ま
り
、経
過
報

告
・
各
議
題

に
つ
い
て
議

論
し
合
っ
た
。

　

経
過
報
告

で
は
、
「
安

全
ディ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
の

実
施
状
況
や

各
単
組
の
安

全
確
立
に
向

け
た
取
り
組

み
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。

こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
。
利
用

者
や
地
域
の
声
を
大
事
に
し
な

が
ら
北
海
道
に
お
け
る
持
続
可

能
な
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
議

論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
北
労
組
は
Ｊ
Ｒ
連
合
が
提

起
す
る
”チ
ー
ム
公
共
交
通
“

”チ
ー
ム
地
域
共
創
“
の
実
現

に
向
け
、
政
治
・
行
政
に
働
き

か
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
」
「
民
主
化
に
向
け
て
Ｊ

Ｒ
北
労
組
自
ら
が
や
る
し
か
な

い
、
今
こ
そ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
べ
き
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

　

大
会
質
疑
で
は
、
代
議
員
か

ら
安
全
課
題
、
組
織
拡
大
と
民

主
化
闘
争
、
政
策
課
題
、
労
働

条
件
な
ど
積
極
的
な
発
言
が
あ

明
る
い
職
場
づ
く
り
を
阻
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
会
社
の
将
来

や
社
員
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え

行
動
し
て
い
る
労
働
組
合
は
Ｊ

Ｒ
北
労
組
で
あ
る
。
良
識
あ
る

北
鉄
労
組
合
員
に
、
Ｊ
Ｒ
労
働

運
動
の
民
主
化
の
意
義
を
訴
え
、

自
信
と
確
信
を
持
っ
て
組
織
拡

大
を
図
り
、
民
主
化
闘
争
完
遂

に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を
は

じ
め
と
し
た
運
動
方
針
を
満
場

一
致
で
確
認
し
た
。

　

な
お
、
役
員
改
選
を
行
い
、

長
年
Ｊ
Ｒ
北
労
組
運
動
を
牽
引

し
て
き
た
田
原
氏
が
退
任
し
、

新
た
に
昆
弘
美
氏
が
中
央
執
行

委
員
長
に
、
書
記
長
に
は
園
木

寛
嗣
氏
が
就
任
し
た
。

〈
新
三
役
〉

中
央
執
行
委
員
長　

昆　

弘
美　

新

中
央
執
行
副
委
員
長　

伊
藤　

洋　

再

書　

記　

長　

園
木
寛
嗣　

新

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
７
月
30
日
、

札
幌
市
内
に
お
い
て
、
「
Ｊ
Ｒ

30
年
、
安
全
の
確
立
に
全
力
を

あ
げ
、
政
策
・
組
織
課
題
を
解

決
し
、
ま
と
も
な
労
働
者
の
総

結
集
で
民
主
化
闘
争
の
完
遂
を

め
ざ
そ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
第
15
回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
代
議
員
、
傍
聴
者
、
来

賓
な
ど
総
勢
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

挨
拶
し
た
田
原
中
央
執
行
委
員

長
は
、
北
海
道
の
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
に
つ
い
て
触
れ
、

「
鉄
路
を
残
し
た
い
思
い
は
道

民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
だ
が
、
一

企
業
で
路
線
を
維
持
し
て
い
く

り
、
分
会
役
員

の
日
頃
の
世
話

役
活
動
の
成
果

と
し
て
函
館
地

区
で
の
新
た
な

組
織
拡
大
に
つ

い
て
の
報
告
も

あ
っ
た
。

　

北
鉄
労
の

「
平
和
共
存
否

定
」
の
運
動
は

風
通
し
の
良
い

JR北労組第15回定期大会

第10回
安全シンポジウム
日時　  2017年10月23日（月）
　　　　　　　　13：00～17：00

場所　  ホテルグランヴィア広島
（広島市）

内容　「基調講演」
　　　　　JR西日本安全研究所所長
　　　「取り組み報告」
　　　　　加盟単組
　　　「パネルディスカッション」

連合キャラクター「ユニオニオン」

ゆるキャラグランプリに挑戦
[詳細２面]

ＪＲ九州「久大本線・日田彦山線」の被災現場を視察

九州北部豪雨による被災状況を確認
ＪＲ九州「久大本線・日田彦山線」の被災現場を視察

九州北部豪雨による被災状況を確認

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
」を
題
材
に

  

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
確
認
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ジェイアール四国ホテル開発労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ四国連合）

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
ホ
テ
ル
開
発

労
働
組
合
は
、
組
合
員
の
雇
用
を
守

り
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労
働
条

件
を
改
善
す
る
た
め
、
２
０
０
６
年

９
月
５
日
に
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
、

執
行
部
15
人
、
組
合
員
数
１
２
５
人

で
力
を
合
わ
せ
、
日
々
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
」

は
、
高
松
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の
場
所

に
位
置
し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
の
島
々

と
高
松
市
内
が
一
望
で
き
る
四
国
最

大
規
模
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と
し
て
多

く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｇ 

Ａ
Ｎ
Ａ

ホ
テ
ル
ズ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
ホ
テ

ル
で
「
全
日
空
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
」
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
２

０
１
２
年
３
月
31
日
に
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
契
約
を
解
除
し
、
同
年
４
月
１

日
に
現
在
の
名
称
と
な
り
ま
し
た
。

る
課
題
を
共
有
し
つ
つ
、
今
後
は
組

織
統
一
も
視
野
に
入
れ
、
組
合
員
の

雇
用
を
第
一
義
に
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
５
年

４
月
に
は
「
Ｊ
Ｒ
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
」の
運
営
会
社
で

あ
っ
た
「
㈱
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
四
国
ホ
テ
ル

開
発
」
を
存
続
会
社

と
し
て
、
高
松
・
徳

島
・
宇
和
島
の
ホ
テ

ル
３
社
を
吸
収
合
併

し
、
そ
の
後
、
２
０

１
６
年
７
月
に
は

「
㈱
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ

ル
ズ
」
へ
と
改
称
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
「
㈱
Ｊ
Ｒ

特　集
北
鉄
労
の
「
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
検
査
拒
否
」・

　
　
　
　
　
　
　

 　
「
平
和
共
存
否
定
」
問
題

民
主
化
闘
争 

20

ジェイアール四国ホテル開発労働組合定期大会

ＪＲ四国労組の仲間と連合平和オキナワ
集会に参加

四
国
ホ
テ
ル
ズ
」
に
は
２
つ
の
労
働

組
合
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
ホ
テ
ル

開
発
労
働
組
合
と
徳
島
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
労
働
組
合
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
組
合
が
抱
え

導
。
勤
務
明
け
に
一
緒
に
飲

み
に
行
く
こ
と
も
、
休
み
に
遊

ぶ
こ
と
も
禁
じ
ま
し
た
。
北
鉄

労
の
若
い
組
合
員
が
ウ
チ
の
組

合
員
と
飲
み
に
行
っ
た
こ
と
が

発
覚
し
よ
う
も
の
な
ら
、
組
合

か
ら
徹
底
的
に
糾
弾
さ
れ
た
の

で
す
」
そ
し
て
北
鉄
労
は
「
組

織
防
衛
」
の
た
め
な
ら
組
合
員

の
結
婚
式
ま
で
妨
害
す
る
と
い

う
。

　

こ
れ
ら
は
ま
さ
に
北
鉄
労
の

「
平
和
共
存
否
定
」
運
動
で
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
お
け
る
会

社
と
現
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
や
技

術
継
承
が
で
き
て
い
な
い
背
景

と
し
て
こ
の
「
平
和
共
存
否
定
」

運
動
に
よ
る
社
内
風
土
の
問
題

が
数
多
く
指
摘
さ
れ
た
。

で
は
な

い
』と

し
て
組

織
的
に

検
査
を

拒
否
。

　

そ
の

後
、
２

０
１
１

年
10
月

に
は
朝

日
新
聞

に
よ
っ

て
「
義

務
化
し

て
い
な

　

こ
の
こ
と
が
２
０
１
７
年
２

月
26
日
の
読
売
新
聞
（
北
海
道

版
）の
菅
官
房
長
官
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
「
北
海
道
で
は
過
去
に
色

ん
な
事
故
が
起
き
た
。
あ
あ
い

う
組
合
を
持
っ
て
い
る
の
は
Ｊ

Ｒ
北
海
道
だ
け
で
し
ょ
」
と
組

合
問
題
が
安
全
運
行
を
支
え
る

経
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
に
繋
が
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

安
全
に
関
わ
る
こ
と
で
も
、

労
組
の
合
意
な
し
に
義
務
化
で

き
な
か
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
検
査

問
題
が
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

２
０
０
８
年
、
会
社
は
ア
ル
コ
ー

ル
検
知
器
を
導
入
し
、
全
乗
務

員
に
乗
務
前
に
各
自
で
検
査
す

る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
と
こ
ろ

が
組
合
は
『
ア
ル
検
は
強
制

　
「
悪
質
性
を
非
常
に
感
じ
る
。

組
織
全
体
と
し
て
安
全
管
理
へ

の
姿
勢
や
職
務
規
律
の
あ
り
方

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

列
車
火
災
に
脱
線
事
故
、
２
６

７
カ
所
に
も
及
ぶ
レ
ー
ル
異
常

の
放
置
と
不
祥
事
頻
発
の
Ｊ
Ｒ

北
海
道
。
そ
の
企
業
体
質
を
厳

し
く
批
判
し
た
の
が
、
菅
義
偉

官
房
長
官
だ
っ
た
」
「
あ
の
菅

長
官
の
発
言
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

異
常
な
労
使
関
係
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の

特
別
保
安
監
査
（
立
ち
入
り
検

査
）
の
監
査
員
を
９
人
か
ら
倍

以
上
の
20
人
に
増
強
し
た
の
も
、

菅
長
官
の
指
示
。
こ
の
際
、
組

織
の
”膿
“
を
徹
底
的
に
出
そ

う
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
」

（
政
府
関
係
者
）
。

　

２
０
１
１
年
の
石
勝
線
火

災
事
故
な
ど
の
一
連
の
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
不
祥
事
・
事
故
の
背

後
要
因
と
し
て
、
革
マ
ル
派

に
よ
る
浸
透
が
指
摘
さ
れ
る
Ｊ

Ｒ
総
連
・
北
鉄
労
の
安
全
問
題

に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
、

「
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
検
査

拒
否
」
問
題
お
よ
び
「
平
和
共

存
否
定
」
問
題
が
あ
り
、
国

会
質
疑
や
マ
ス
コ
ミ
報
道
な

ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　

２
０
１
３
年
10
月
に
は
「
週

刊
文
春
（
10
月
10
日
号
）
」
で

「
新
聞
・
テ
レ
ビ
が
報
じ
な
い

事
故
頻
発
の
深
層
『
Ｊ
Ｒ
北
海

道
社
員
の
８
割
以
上
が
革
マ
ル

系
労
組
所
属
』
」
と
題
す
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
た
。

連
合
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ユ
ニ
オ
ニ
オ
ン
」

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

            

２
０
１
７
に
参
戦

　

６
月
23
日
、
沖
縄
県
浦
添
市

に
て
開
催
さ
れ
た
平
和
行
動
in

沖
縄
「
平
和
オ
キ
ナ
ワ
集
会
」

に
は
全
国
か
ら
地
方
連
合
会
と

構
成
組
織
の
約
１
１
０
０
人
が

出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
本
部
青
年
女
性
会

議
の
笹
岡
慎
平
議
長
と
同
労
組

高
知
支
部
青
年
女
性
会
議
の
石

田
直
也
事
務
長
、
中
山
耕
介
組

織
・
政
治
部
長
の
３
人
が
参
加

し
た
。
６
月
23
日
は
１
９
４
５

年
４
月
に
始
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ

軍
と
日
本
軍
と
の
沖
縄
地
上
戦

戦
没
者
追
悼

式
で
の
黙
祷
、

平
和
祈
念
資

料
館
、
ひ
め

ゆ
り
の
塔
・

資
料
館
、
旧

海
軍
司
令
部

壕
見
学
、
ア

メ
リ
カ
軍
嘉

手
納
基
地
見

が
戦
死
し
、
沖
縄
県
民
の
４
人

に
１
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
地

上
戦
で
は
ガ
マ
と
よ
ば
れ
る
壕

の
中
で
一
般
人
を
は
じ
め
多
く

の
人
が
自
決
し
、
ま
た
、
人
間

が
人
間
で
な
く
な
る
と
い
う
惨

状
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

今
回
の
平
和
行
動
に
参
加
し

て
、
あ
ら
た
め
て
沖
縄
に
お
け

る
戦
争
の
惨
劇
と
平
和
の
尊
さ

を
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
。

の
集
団
的
戦
闘
が
集
結
し
た
日

と
し
て
沖
縄
県
が
「
慰
霊
の
日
」

と
し
て
定
め
、
毎
年
県
主
催
の

全
戦
没
者
追
悼
式
が
平
和
祈
念

公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

集
会
の
第
一
部
で
は
、
伊
江

島
観
光
バ
ス
代
表
の
山
城
克
己

氏
か
ら
、
沖
縄
が
抱
え
る
米
軍

基
地
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
課

題
を
伊
江
島
の
歴
史
と
現
状
か

ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
第
二
部
の
平
和
式
典
で
挨

拶
に
立
っ
た
神
津
里
季
生
連
合

会
長
は
「
沖
縄
は
、
日
本
の
わ

ず
か
０
・
６
％
の
面
積
に
在
日

ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
70
％
が
存

在
し
、
航
空
機
な
ど
の
墜
落
の

危
険
性
や
騒
音
問
題
を
は
じ
め

基
地
が
あ
る
が
ゆ
え
の
事
故
や

事
件
を
抱
え
て
い
る
。
連
合
は

こ
の
間
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
縮
小

や
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見

直
し
を
訴
え
て
き
た
。
72
年
前

こ
の
沖
縄
で
何
が
起
こ
っ
た
の

か
一
人
ひ
と
り
が
五
感
を
研
ぎ

澄
ま
し
て
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

集
会
に
参
加
し
た
ほ
か
、
全

　

連
合
は
、
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ユ
ニ
オ
ニ
オ
ン
」
の
知
名
度

を
あ
げ
、
連
合
及
び
労
働
組
合

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
８
月
１
日

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
が

始
ま
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
７
」
に
、
初
め
て

立
候
補
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

（
１
面
ポ
ス
タ
ー
紹
介
）

　

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

と
は
、
日
本
の
全
国
各
地
お
よ

び
企
業
・
組
織
の
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
の
人
気
投
票
を
行
う
年
に

一
度
の
祭
典
で
、
「
ご
当
地
部

門
」
と
「
企
業
そ
の
他
部
門
」

が
あ
り
、
獲
得
票
に
よ
り
両
部

門
お
よ
び
総
合
で
グ
ラ
ン
プ
リ

が
選
出
す
る
。
「
ユ
ニ
オ
ニ
オ

ン
」
は
、
「
企
業
そ
の
他
部
門
」

に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。

　

今
後
、
労
働
組
合
の
認
知
を

高
め
、
低
迷
す
る
組
織
率
を
あ

げ
る
た
め
に
も
加
盟
構
成
組
織
、

地
方
連
合
を
通
じ
、
投
票
方
法

を
掲
載
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
し
て
、
加
盟
組
合
員
に

投
票
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

みんなで暮らしをガード
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※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
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組合役員の皆さんの
  ご協力をお願いします

連合平和行動in沖縄「平和オキナワ集会」

人間が人間でなくなる惨劇
全戦没者追悼式にも参列

学
な
ど
で
平
和
学
習
を
行
い
72

年
前
の
沖
縄
で
起
こ
っ
た
惨
劇

と
現
在
の
状
況
を
学
ん
だ
。
沖

縄
で
の
地
上
戦
で
は
20
数
万
人

い
の
は
Ｊ
Ｒ
各
社
の
中
で
も
北

海
道
だ
け
」
と
報
じ
ら
れ
、
ま

た
、
国
会
質
疑
で
も
指
摘
さ
れ
、

２
０
１
２
年
に
よ
う
や
く
北
鉄

労
が
合
意
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
が
義
務
化
さ
れ
た
。

　

「
彼
ら
（
北
鉄
労
）
は
組
合

員
に
、
我
々
他
労
組
の
人
間
と

は
『
職
場
で
会
っ
て
も
挨
拶
す

る
な
、
談
笑
す
る
な
』
と
指
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